
 

2019 年 10 月 23 日 

 

各 位 

 

ゲムシタビン点滴静注用 200mg／1g「日医工」 
非小細胞肺癌に対するシスプラチンとの併用に対する用法・用量の追加のお知らせ 

 
日医工株式会社は、ゲムシタビン点滴静注用200mg／1g「日医工」につきまして、本日10月

23日、下記の通り、非小細胞肺癌に対するシスプラチンとの併用に対する「用法・用量」

の追加に係る承認を取得いたしましたのでお知らせいたします。 
これにより、先発医薬品と「効能・効果」および「用法・用量」が同一となります。 
 
ジェネリック医薬品の普及のため、先発医薬品との「効能・効果」および「用法・用

量」の違いを早期に解消し、患者様や医療関係者の皆様が安心してご使用いただけるよう

取り組んでまいります。 
 
記 

【用法・用量】（下線部追加） 
1.膵癌、胆道癌、尿路上皮癌、がん化学療法後に増悪した卵巣癌、再発又は難治性

の悪性リンパ腫の場合 
通常、成人にはゲムシタビンとして 1 回 1000mg／m2を 30 分かけて点滴静注し、

週 1 回投与を 3 週連続し、4 週目は休薬する。これを 1 コースとして投与を繰り返

す。なお、患者の状態により適宜減量する。 
2.非小細胞肺癌の場合 
通常、成人にはゲムシタビンとして 1 回 1000mg／m2を 30 分かけて点滴静注し、

週 1 回投与を 3 週連続し、4 週目は休薬する。これを 1 コースとして投与を繰り返

す。シスプラチンと併用する場合は、ゲムシタビンとして 1 回 1250mg／m2を 30
分かけて点滴静注し、週 1 回投与を 2 週連続し、3 週目は休薬を 1 コースとするこ

ともできる。なお、患者の状態により適宜減量する。 
3.手術不能又は再発乳癌の場合 
通常、成人にはゲムシタビンとして 1 回 1250mg／m2を 30 分かけて点滴静注し、

週 1 回投与を 2 週連続し、3 週目は休薬する。これを 1 コースとして投与を繰り返

す。なお、患者の状態により適宜減量する。 
以 上 

 
問い合わせ先  

日医工株式会社 社長室 コーポレート・コミュニケーション部 
℡ 076-442-7026 


